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＜連絡事項＞

· 本日の当直医は川端Ｄｒ出張の為、田名部Ｄｒへ変更です。

· 東Ｂユニット２号室のチェストの破損箇所ですが、本日修理完了です。　

· 6/2（月）女性（認知症）が東Ｄユニットへ入院予定です。主治医は川端Ｄｒとなります。月曜日までに東Ｄユニットが満床となった場合、①畑山　幸子様（西Ａへ）②泉川　ケイ子様（西Ａへ）の順で移棟となります。

· 6/2～/5、東病棟患者様対象で行事（春の鑑賞会）が行われます。企画書が東Ｂユニットへ保管していますので、各自内容を確認して下さい。

· リハプロ記録の回覧ですが、回覧先で入力されていた内容に変更があります。

　　　　　　病棟（東・西・南・北）

　　　　　　各病棟のS.G.M、J.G.M

　　　　　　諏訪さん（OT）
　　　　　　田村（直）CW

　　　　　　佐藤A.O.M

　　　　　　谷藤S.G.M

　　上記が回覧先となります。

　　回覧は当日ミーティングの司会者が17時に行うことになりました。入力は17時前に済ませておくようお願いします。　

＜患者様連絡事項＞

· 木村　修武様～本日より退院へ向けての準備開始となります。本日は14時、準備の為　　　

外出となります。

· 清川　厚子様～排便－6日、本日グリセリン浣腸施行。反応便中等量あり。

主治医へ報告、本日の就床前薬より下剤（センナリド）１Ｔ追加、7日分処方となっています。

· 林　田鶴子様～排便－3日、本日グリセリン浣腸施行。反応便多量にあり。

· 安達　貴浩様～排便コントロール目的でシンラック液１本処方となっています。

· 鳴瀬　裕之様～排便コントロール目的でシンラック液１本処方となっています。

· 長根　矢一様～緑膿菌（＋）、抗生剤（クラビット）処方となり１週間経過。本日主治

医より喀痰培養検査の指示あり、施行しています。

· 小井田　美月様～昨日38℃の発熱あり、本日採血、レントゲン施行となっています。

　　　　　　　　　点滴が本日16時～分でなくなる為、継続か否か主治医へ確認していきます。

　　　　　　　　　本日御家族の面会あり。状態が悪化した際は当院での看取りを希望、延命治療は行わないで欲しいと話していたとの事。主治医へ情報提供していきます。

　　　　　　　　　　　⇒主治医へ情報提供。身体レベルが改善（発熱・食事摂取）したら、再度グループホームへアプローチしていくとのこと。

· 曽我　正子様～本日昼、明日朝の薬を服用したとの事。主治医へ報告しています。

　　　　　　　　　　　本日昼の薬→明日朝服用

　　　　　　　　　　　本日夕の炭酸リチウム→明日朝服用

　　　　　　　　　　　本日就床前のファモチジン→明日朝服用

　　　　　　　　上記の指示ありました。

· 西舘　美穂子様～明日14：30家族面談があります。

· 佐藤　光男様～眠りが浅い為、セロクエル（100）１Ｔ　本日就床前から、7日分の処

方となり以後定期となります。睡眠状態に気を付けて観察していきましょう。

＜新入院患者様＞

・上田　尚弘様

　　　本日朝食拒否されているが、促しにて全量摂取されている。入院に対しての不満は聞かれているが易怒的となることはなく経過。

　　　御家族の面会があり、Ｂホールへ移動。対面すると母様へ対し威嚇、攻撃的となり眼光の鋭さも見られていた為Ａホールへ移動していただくが、面会は続けると本人より。御家族も了解された為男性スタッフ複数立会いで面会行っています。威嚇・攻撃的な言動は続いていたが、行動化することはありませんでした。

　　　昼食促しにて主食は×、副食は2/3摂取、服薬は拒否がなかったとのこと。

　　　「ご飯を食べさせたから腹が痛くなった。頭が痛くなった」と被害的な訴えを繰り返しているとのこと。

　　　ストレスの耐性が未熟と考えられるので精神状態の変化、言動に気を付けて観察していきましょう。　

・秋山　和子様　　47歳

　　　主病名:統合失調症　　(知的障害)

　　　病棟:東Bユニット

　　　入院形態:任意入院

　　　主治医:川端先生

　　

通所職員同伴で受診。

当院6回目の入院。平成14年8月27日退院後は、当院のデイケアに通所し、定期的に外来通院も出来ていた。平成20年5月20日頃から、被害妄想が見られ始め、徐々に強くなり、「お母さんを殴りたくなる」といった発言も見られるようになり、入院したいと通所スタッフに相談していた。
本日の受診で「入院したくない。頭がビ－ンとしてきて…。家に帰りたい」と話していたが、医師より現在の状態では入院治療の必要性がある事を説明すると同意され、薬物調整・症状改善・病状安定・病状観察目的で任意入院となっています。

　　主治医より、被害妄想・幻聴の有無の観察してくださいとの指示あり。

　　服薬状況・睡眠状況・休養できているか等気を付けて観察していきましょう。

　　　　　　　













